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あとがき
神経症候学は神経学の基本であり，“魂”ともいえると思います。
私は，横浜市立大学の学生のときに平山惠造先生の『神経症候学』を読み，神経内科
医になりたいと思いました。ぼろぼろになった『神経症候学』第１版を病院でいつも
使っているパソコンのそばの本棚にそっと置いています。元気がなくなりそうになった
ときには，この本を眺めることにしています。この本を見ると不思議なことに，若いと
きの気持ちを思い出すことができ，気分が変わります。専門医試験に合格した頃，自分
の専門領域として神経心理学を選びました。ちょうどその頃，新規の画像診断法が次々
に世に出ました。神経内科医として神経心理学にアプローチするためには「大脳病変の
神経症候学」が必要であると考えました。現在でもこのアプローチが神経心理学研究に
必須の手法であると考えています。これらが，私が神経症候学にとりわけ強い思い入れ
を持つ個人的理由であると思います。
1978年（昭和53年）10月に千葉大学神経内科の外来と病棟が新規に開設されました
が，そのときに病棟医として参加しました。1977年（昭和52年）の卒業ですから，卒
業して１年半のときです。当時本邦では，まだ神経内科の認識は十分ではありませんで
した。平山先生は千葉大学神経内科の初代教授で40代，活気に満ち れていらっしゃ
いました。現在とはずいぶん異なり，神経内科の研究手法も決して多くはありませんで
した。神経病理学，神経生理学が研究の重要手法であったと思います。一方，神経症候
学はＸ線CTやMRIの出現に背中を押されて，いま考えてみると花盛りの時期であっ
たのかもしれません。
神経学の古典的な手法である神経病理学，神経生理学はこの30年間に見事に進歩し
ました。神経生化学は分子遺伝学と部分的に名前を変え，重要なアプローチとして誰も
がその重要性を認めるようになりました。免疫学的手法も大切です。これらの多彩なア
プローチが奏効して，新たな疾患の捉え方も生まれています。脳卒中やてんかん診療，
認知症診療が神経内科学の中で重要な位置を占めるようにもなりました。再生医学をは
じめとした「神経科学」の著しい発展は「神経学」「神経治療学」に大きな影響を与え
る可能性があります。まだ十分とは言えないかもしれませんが，神経学の重要性が日本
国民全体に認識されつつあります。一方，神経症候学はもう古いし，新しいことは何も
ない，と思っている若い神経内科医も大勢いるようです。このような状況の中，本誌で
いま，神経学の基本である「神経症候学」の古典をもう１度見直すことに意味がある，
と考えました。
ご執筆はこの企画に賛同していただけると思われるベテランの先生方を中心にお願
いしました。どれも力作で，どの論文にも神経症候学の現代的意味が明示されています。
古くから育んできた知恵と最新の知識の両方から学んで，未来の「神経学」を見据え
たい，というのが，繰り返しになるかもしれませんが本号企画の意図であることを最後
に述べておきたいと思います。 （河村 満)
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